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音声処理に用いられている動的時間伸縮法 (DTW)を改良することによって，これら P2' N 2成分な
どを安定に検出できることを示したのである O 心理過程を反映するERP成分は，一般に潜時の変動が
大きく，そのための検出には適応形相関フィルタ (ACF)が用いられてきた。しかし，複数個の成分
が独立に潜時を変動させる場合には適用できない。多くの場合，振幅の大きいP3成分のため，P 2' N 2 




波の解析に適用し， N 2成分の潜時や振幅が課題の困難さとよく対応することを示した O このように従
来測定の困難とされていたERPのN2成分の意味を論じるようにしたもので，学位論文として価値あ
るものと認める O
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